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ほん き

-本の樹-
ほん き

-本の樹-

2014年春号子どもの本のあんない
こ ほん ねん はる ごう

テーマ

目
め

覚
ざ

める

はなをくんくん
ルース・クラウス／ぶん　マーク・シーモント／え　きじまはじめ／やく　福

ふく
音
いん
館
かん
書
しょ
店
てん

　ゆきが　ふってる　もりのなかで、どうぶつたちが　ねむってるよ。
みんな　めを　さまして　はなを　くんくん。のねずみや　くまが、か
けてく、ちっちゃな　かたつむりが　かけてく、りすが　きのなかから
かけてく、やまねずみが　かけてく。みんな　どこへ　いくのかな？

えほん

はるがきた
ジーン・ジオン／文

ぶん
　マーガレット・ブロイ・グレアム／絵

え
　こみやゆう／訳

やく
　主
しゅ
婦
ふ
の友
とも
社
しゃ

　「ねえ！　どうして　はるを　まってなきゃ　いけないの？　まって
なんか　いないでさ、ぼくたちで　まちを　はるに　しようよ！」おと
このこのおもいつきで、みんな　そろって、ペンキと　はけと　はしご
をもってきて、まちじゅうをはるにしました！ところが　そのばんに…。

仙
せん

 台
だい

 市
し

 図
と

 書
しょ

 館
かん

そよ風
かぜ

に　さそわれて　花
はな

がひらき、
ねむりについていた　どうぶつたちが
目
め

覚
ざ

める季
き

節
せつ

。
あたらしい世

せ
界
かい

の　とびらが　ひらいて
きみを　まっているよ。

あさになったのでまどをあけますよ
荒
あら
井
い
良
りょう
二
じ
／著
ちょ
　偕
かい
成
せい
社
しゃ

　めざめれば、いつもの
けしきが　みえてくる。
だいすきな　ここでいき
る　よろこび。まどをあ
けて、おもいきりくうき
を　すってみよう。

リーベとおばあちゃん
ヨー・テンフィヨール／作

さく
　ハーラル・ノールベルグ／絵

え
　山
やま
内
うち
清
きよ
子
こ
／訳
やく
　福
ふく
音
いん
館
かん
書
しょ
店
てん

　復
ふっ

活
かつ

祭
さい

のあさ、リーベのねがいを、め
ざめたばかりのおひさ
まがかなえてくれまし
た。だいすきなおばあ
ちゃんのためのねがい
だったのですが…。
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ねぼけてなんかいませんよ
森
もり
山
やま
京
みやこ
／作
さく
　さのようこ／絵

え
　フレーベル館

かん

　のどかな　日
ひ

ざしのなか　おばあさんが
手
て

がみをかいていると　きってがほしい
と　りすの子

こ
がきました。

小
ちい

さなきってをつくって
あげると　さくらの花

はな
び

らのお金
かね

を　おいていき
ました。また　どうぶつ
がやってきて…。

おはなし

りすのスージー
ミリヤム・ヤング／ぶん　アーノルド・ロベル／え

光
みつ
吉
よし
郁
いく
子
こ
／訳
やく
　大
だい
日
にっ
本
ぽん
図
と
書
しょ

　りすのスージーは　あばれんぼうのあか
りすたちに　いえをおい
だされて　しまいました。
スージーが　ちかくの　
ふるい　いえの　やねう
らに　はいってみると、そ
こには…。

木
き
いちごの王

おう
さま

サカリアス・トペリウス／原
げん
作
さく
　きしだえりこ／文

ぶん

やまわきゆりこ／絵
え
　集
しゅう
英
えい
社
しゃ

　テッサとアイナのきょうだいは、木
き

いち
ごをつみにでかけ、森

もり
でまいごになってし

まった。とほうにくれて
いると、ふしぎなことに
たべものやベッドがで
てきた。よくあさ、めざ
めた　ふたりのまえに
あらわれたのは…。

まじょのめざまし
茂
も
市
いち
久
く
美
み
子
こ
／さく　浜

はま
田
だ
洋
よう
子
こ
／え　ポプラ社

しゃ

　いつもねぼうをしてばかりのまさゆき。
きょうも　ふるいにわをとおり　がっこう
までのちかみちをしようとすると　いえの
なかから　まほうつかい
のようなおばあさんがで
てきました。そしてまさ
ゆきに　ねこのかたちを
しためざましどけいをか
してくれたのです。

森
もり
のなかでみつけたよ

ヴォルフラム・ヘーネル／文
ぶん
　アレックス・デ・ヴォルフ／絵

え

酒
さか
寄
より
進
しん
一
いち
／訳
やく
　ほるぷ出

しゅっ
版
ぱん

　やせっぽちですこしかわったアンデルス
が、「春

はる
をさがすんだ」と

いって、森
もり

にはいっていき
ました。ところが、とつぜ
んの大

おお
雪
ゆき

。うごけなくなっ
たアンデルスが目

め
ざめる

と、そこはかわり者
もの

のヤス
パーじいさんの家

いえ
でした。

春
はる
がすみやまからとどきました

たかはしこうこ／作
さく
　ほりかわりまこ／絵

え
　大
だい
日
にっ
本
ぽん
図
と
書
しょ

　けものみちのまうえの古
ふる

い家
いえ

に住
す

むもん
たさんのところへ、宅

たく
配
はい

便
びん

がとどきまし
た。はこには、木

き
のえだといっしょに、こ

ぐまがはいっていました。
もんたさんの住

す
む町

まち
には、

けものみちに住
す

んでいる
と、ふしぎなことがおこ
るという　いいつたえが
ありました。
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オバケの長
ちょう
七
しち
郎
ろう

ななもりさちこ／作
さく
　きむらなおよ／絵

え
　福
ふく
音
いん
館
かん
書
しょ
店
てん

　古
ふる

道
どう

具
ぐ

屋
や

『へなもんや』のおやじ、源
げん

じ
いはゴミすて場

ば
で、白

しろ
くて丸

まる
く光
ひか

る物
もの

を見
み

つけます。なんだろうと
つまみあげるとそれは大

おお

あくびをし目
め

をひらいて
「なんだいじゃないやい！
オバケだぞっ！」といい
ました。

うそつきの天
てん
才
さい

ウルフ・スタルク／著
ちょ
　菱
ひし
木
き
晃
あきら
子
こ
／訳
やく

はたこうしろう／絵
え
　小

こ
峰
みね
書
しょ
店
てん

　ウルフのパパとママは、ウルフがクラス
で一番の優

ゆう
等
とう

生
せい

だと信じて
いる。でも、ほんとうは落
第点だらけの落ちこぼれ。
先週の数学のテストで、ま
た落第点を取ってしまう
…。

めざめれば魔
ま
女
じょ

マーガレット・マーヒー／作
さく
　清

し
水
みず
真
ま
砂
さ
子
こ
／訳
やく
　岩
いわ
波
なみ
書
しょ
店
てん

　十四歳
さい

のローラは、悪い“前ぶれ”を感
じていたのに、幼い弟が突然重い病気にな
ることを止

と
められなかっ

た。 病 気 の 原 因 は、 医
者も分からないという。
ローラは悪

あく
魔
ま

が弟から生
命力を奪

うば
っているせいだ

と思い、上級生のかくれ
魔
ま

女
じょ

ソリーを訪
たず

ねた。

100 年
ねん
目
め
のハッピーバースデー

石
いし
田
だ
ゆうこ／作

さく
　岡
おか
田
だ
ゆたか／絵

え
　岩
いわ
崎
さき
書
しょ
店
てん

　ユウキが目
め

をさますと、メイ博
は か せ

士という
知
し

らない女
おんな

の人
ひと

が笑
わら

いかけていた。ユウキ
は交
こう

通
つう

事
じ

故
こ

にあって 100 年
ねん

間
かん

、冷
れい

凍
とう

睡
すい

眠
みん

カ
プセルの中

なか
でねむって

いたらしい。家
か

族
ぞく

がいな
くなってしまい泣

な
いてい

るユウキにメイ博
は か せ

士は
「タイムマシーンをつく
らない？」と言って…。

銀
ぎん
河
が
鉄
てつ
道
どう
の夜
よる

宮
みや
沢
ざわ
賢
けん
治
じ
／著
ちょ
　東
あずま
逸
いつ
子
こ
／画

が
　くもん出

しゅっ
版
ぱん

　病気の母親と二
ふ た り

人で、父親の帰りを待つ
少年ジョバンニ。丘

おか
の上で一

ひ と り
人夜空を見て

いたジョバンニのもとへ、列車が到
とう

着
ちゃく

する。
そこには親友カムパネル
ラがいた。銀

ぎん
河
が

を旅をす
るが、二

ふ た り
人には別

わか
れが近

づいていた。やがてジョ
バンニは、もとの丘

おか
で眼

め

を覚
さ

ます。そして…。

不
ふ
思
し
議
ぎ
の国
くに
のアリス

ルイス・キャロル／作
さく
　脇
わき
明
あき
子
こ
／訳
やく
　岩
いわ
波
なみ
書
しょ
店
てん

　アリスがうとうとしかけた時
とき

、すぐそば
をウサギが走っていきました。「たいへん
だ！まにあわないぞ！」ひとりごとを言い、
ポケットの時計を見て、ま
た走りだします。アリスは
あわててウサギのあとを追
いかけました。だって、そ
んなウサギははじめてで
す！

文
ぶんがく

学
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知
ちしき

識

ふゆめがっしょうだん（かがくのとも傑
けっ
作
さく
集
しゅう
）

富
とみ
成
なり
忠
ただ
夫
お
／写
しゃ
真
しん
　茂

も
木
ぎ
透
とおる
／写
しゃ
真
しん
　長
ちょう
新
しん
太
た
／文
ぶん
　福
ふく
音
いん
館
かん
書
しょ
店
てん

　ぱっぱっぱっ。ふゆに　きのめが　うたっているよ。はるを　まって
うたっているよ。きのめを　じっくり　みてみると　おやおや　なにか
の　かおに　みえてくる。ウサギさんや　コアラくん　ほかには　なに
が　みえるかな。　　　　　　　　　　　　　　（小

しょう
学
がっ

校
こう

低
てい

学
がく

年
ねん

から）

草
くさ
花
ばな
とともだち−みつける・たべる・あそぶ−

松
まつ
岡
おか
達
たつ
英
ひで
／構
こう
成
せい
　下
しも
田
だ
智
とも
美
み
／絵

え
と文
ぶん
　偕
かい
成
せい
社
しゃ

　あたたかくなると、ねむっていた植
しょく

物
ぶつ

や動
どう

物
ぶつ

たちが目
め

をさますよ。春
はる

のにぎやかな野
の

原
はら

や山
やま

にでかけて、自
し

然
ぜん

といっぱいあそぼう！みぢかな
草
くさ

花
ばな

のしょうかいやあそびかた、春
はる

の山
さん

菜
さい

のたべかたなどを、春
はる

らしい
やわらかな絵

え
と文
ぶん

でしょうかいしている本
ほん

です。　（小
しょう

学
がっ

校
こう

低
てい

学
がく

年
ねん

から）

ヤマネはねぼすけ？（たくさんのふしぎ傑
けっ
作
さく
集
しゅう
）

湊
みなと
秋
しゅう
作
さく
／文
ぶん
・写
しゃ
真
しん
　中
なか
川
がわ
雄
ゆう
三
ぞう
／写
しゃ
真
しん
　福
ふく
音
いん
館
かん
書
しょ
店
てん

　いつもねむっているようなイメージのヤマネですが、おきているとき
はすごいのです。びゅーんと走ってジャンプして、ねらった昆

こん
虫
ちゅう

をあっ
というまにつかまえる。かくれた森のハンター、ヤマネの生

せい
活
かつ

を、みな
さんものぞいてみませんか？　　　　　　　　　　（小

しょう
学
がっ

校
こう

低
てい

学
がく

年
ねん

から）

日
にち
曜
よう
日
び
の朝
あさ
ごはん（こどものりょうりえほん１）

碧
あ お み
海酉

ゆ
癸
き
・五

ご
味
み
恭
きょう
子
こ
・松
まつ
田
だ
直
なお
子
こ
／文
ぶん

落
おち
合
あい
稜
りょう
子
こ
・田

た
中
なか
恒
つね
子
こ
／絵

え
　復
ふっ
刊
かん
ドットコム

　おやすみのひに、はやおきをして、あさごはんをつくってみましょう。
ほうちょうやはかりのつかいかた、ごはんのたきかたもしょうかいしてい
る、はじめてのおりょうりにピッタリなえほんです。（小

しょう
学
がっ

校
こう

高
こう

学
がく

年
ねん

から）

仙
せんだい

台市
し み ん

民図
と し ょ

書館
かん

　　　　仙
せんだい

台市
し

青
あ お ば

葉区
く

春
か す が

日町
まち

２−１　　　　　 ℡ ０２２−２６１−１５８５
広
ひろ

　瀬
せ

　図
と

　書
しょ

　館
かん

　　　　仙
せんだい

台市
し

青
あ お ば

葉区
く

下
しも

愛
あ や し

子字
あざ

観
かんのんどう

音堂５　　　 ℡ ０２２−３９２−８４２１
宮
みや

　城
ぎ

　野
の

　図
と

　書
しょ

　館
かん

　　　　仙
せんだい

台市
し

宮
み や ぎ の

城野区
く

五
ご

輪
りん

２− 12 − 70　　 ℡ ０２２−２５６−７３６１
榴
つつじがおか

岡　図
と

　書
しょ

　館
かん

　　　　仙
せんだい

台市
し

宮
み や ぎ の

城野区
く

榴
つつじがおか

岡 ４−１−８　　 ℡ ０２２−２９５−０８８０
若
わか

　林
ばやし

　図
と

　書
しょ

　館
かん

　　　　仙
せんだい

台市
し

若
わかばやし

林区
く

南
みなみ

小
こいずみ

泉１−１−１　　 ℡ ０２２−２８２−１１７５
太
たい

　白
はく

　図
と

　書
しょ

　館
かん

　　　　仙
せんだい

台市
し

太
たいはく

白区
く

長
ながまち

町５−３−２　　　 ℡ ０２２−３０４−２７４２
泉
いずみ

　図
と

　書
しょ

　館
かん

　　　　仙
せんだい

台市
し

泉
いずみ

区
く

泉
いずみ

中
ちゅうおう

央１−８−６  ℡ ０２２−３７５−６１６１
URL http://lib-www.smt.city.sendai.jp


